
島根原子力発電所に関する住民説明会参加者数および意見数  
令和４年２月７日 

１ 参加者数 
   

※裏面があります 
（１）島根県・４市共催　住民説明会 （４）雲南市主催

番号 日程 会場 番号 日程 会場

1 10月23日 鹿島町 42 人 1 10月5日 三刀屋 36 人

2 10月24日 出雲市 80 人 2 10月8日 木次 34 人

3 10月29日 鹿島町 20 人 3 10月13日 掛合 27 人

4 10月30日 松江市 62 人 4 10月15日 吉田 17 人

5 10月31日 雲南市 65 人 5 10月16日 加茂 29 人

6 11月6日 安来市 72 人 6 10月18日 大東 48 人

7 11月7日 松江市 67 人 合計 6 回開催 191 人

合計 7 回開催 408 人

（５）出雲市主催

（２）鳥取県・2市共催　住民説明会 番号 日程 会場

番号 日程 会場 1 11月18日 出雲市 28 人

1 10月24日 米子市 109 人 2 11月20日 出雲市 30 人

2 10月30日 境港市 69 人 合計 2 回開催 58 人

3 11月24日 米子市 21 人

合計 3 回開催 199 人 （６）中国電力主催

番号 日程 会場

（３）境港市主催 1 10月5日 鹿島町 37 人

番号 日程 会場 2 10月8日 安来市 45 人

1 11月15日 渡 12 人 3 10月13日 雲南市 48 人

2 11月17日 中浜 17 人 4 10月15日 境港市 47 人

3 11月19日 上道 15 人 5 10月16日 松江市 80 人

4 11月21日 境 13 人 6 10月18日 米子市 45 人

5 11月22日 余子 17 人 7 10月19日 出雲市 50 人

6 11月24日 外江 5 人 合計 7 回開催 352 人

7 11月26日 誠道 15 人 島根県 260 人

合計 7 回開催 94 人 鳥取県 92 人

参加者数まとめ

657 人
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950 人

県別人数

島根県内

鳥取県内

合計

参加者数

参加者数

参加者数

参加者数

参加者数

参加者数

参加者数

内訳



２ 質問・意見数  
※住民説明会（質問・意見）、合同安対協における質疑を集計  
※別添 意見とりまとめ  
３ 主な意見 
（１）安全対策について 

・新規制基準は世界で最も厳しい基準なのか 
・新規制基準に適合すれば、ゼロリスクなのか 
・基準地震動８２０ガルは、一般住宅の１５００ガルより低い 
・宍道断層と鳥取西部沖断層は連動しないのか 
・テロ対策（ミサイル、航空機による意図的な攻撃）に耐えられるのか  

（２）避難対策について    ・ＵＰＺ３０ｋｍの範囲以上に放射性物質の被害があるのではないか    ・避難計画では、西風について考慮しないのはなぜか    ・バスの確保は本当にできるのか    ・自治体の防災対策に対して、国から人件費への支援がない  
（３）エネルギー政策について   ・原子力発電のコストについて、賠償費用は含まれているのか   ・原発以外の再生可能エネルギーにシフトするべきではないか   ・核燃料の最終処分ができなければ、再稼働させるべきではない  
（４）中国電力について   ・原子力事業者としての資質に問題がある   ・万が一の事故の際に、風評被害についてどう考えるのか   ・太陽光発電、風力発電にシフトするべき 
質問・意見数

93 件 22 件 115 件

169 件 23 件 192 件

80 件 21 件 101 件

73 件 5 件 78 件

40 件 35 件 75 件

455 件 106 件 561 件

鳥取県 件数質問内容

合計

島根県

安全対策に関するもの
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その他


